
課程 募集定員 240人

168 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

72 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県佐沼高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は「文武両道」を目指しながら、健全な心身と豊かな人間性を持った人物の育成を教育目標としており、多くの生徒が学習と部活動
の両立を実践しています。授業は50分間の1日あたり7時間（月・金曜日は6時間）で学力の向上を図り、自律的学習者の育成を目指してい
ます。総合的な探究の時間では、登米市や県内外の大学、NPO法人等と連携し、地域課題研究や個人研究の充実を図っています。学校行事
では、文化祭（佐高祭）や球技大会などの体育的行事があり、生徒による主体的な運営がなされています。さらに部活動や生徒会活動も盛
んで、スポーツや文化的活動、ボランティア活動など様々な分野で、多くの生徒が意欲的に取り組んでいる地域の拠点校です。

〇求める生徒像
　日々の授業、部活動、特別活動等に主体的、意欲的に関わろうとする、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　自分の将来について明確な目標を持ち、その実現に向けて学校生活に主体的に取り組むことができる生徒
　２　学校の授業と教科以外の活動（例えば、生徒会活動、委員会活動、部活動、語学、資格、地域活動、ボランティア、研究、発表
　　など）を両立させる意欲のある生徒
　３　基本的な生活習慣が身に付いており、豊かな人間性を磨くために努力できる生徒
　４　中学校における学習への取り組みが優れている生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する７２人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（８６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1) 志望動機
　　(2) 中学校での活動状況
　　(3) 将来の進路希望
　　(4) その他
　４　観点
　　(1) 理解力
　　(2) 表現力等

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース
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課程 募集定員 80人

56 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２４人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（３６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の３に当てはまり、かつ４、５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。
また、中学校において日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、進学や就職といった多様な進路に応じた選択科目を設定し、「分かる授業」を通して、それぞれの進路希望の実現を応援しま
す。生徒の自主性・主体性を大切にし、一人一人の個性を伸ばしながら、地域社会と協力して学校づくりをしています。中学校までの学習
内容を含めた基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得し、特別活動や部活動等に積極的に参加して、社会人として自立できる力を伸ばす
ことができます。また、登米市やその周辺地域に関連した探究活動を通し、地域から信頼され、地域社会を支える人材の育成に努めていま
す。
　
○求める生徒像
　学習活動、特別活動、部活動等に積極的に取り組み、次の１～３の全てに該当し、かつ４、５のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　将来の夢の実現に向けて、学校生活に積極的・自主的に取り組み、自己を向上させようとする意欲のある生徒
　２　基本的な生活習慣を身に付け、思いやりの心をもつ生徒
　３　基礎的な学力があり、努力を惜しまず、授業を第一に真剣に取り組む生徒
　４　体育的活動・文化的活動・社会的活動において優れた成績を収め、今後も活躍が期待できる生徒
　５　学級活動、生徒会活動、学校行事、部活動、校外活動（運動･ボランティア活動等）などでリーダーシップを発揮した実績があり、
　　今後も活躍が期待できる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県登米高等学校 全日制
学科

（コース・部）
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

農業科学校名 宮城県登米総合産業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、県内初の総合産業高校として「チーム登米総」のスローガンのもと、生徒や教師だけではなく、保護者や地域、関係機関が一丸
となり、産業界の次代を拓く人材の育成を目指しています。授業では、充実した学校設備やICTの先進的な活用で、生徒一人ひとりの実態
や個性に合わせた指導を展開します。その中で、基礎的・基本的な知識・技術の確実な習得を図っています。
　また、課題研究では、地域協力者・企業・行政との関わりを通して、地域課題の解決に導く創造性と実践力を養っています。
　部活動やボランティア活動、資格取得に向けた学習などにも意欲的に取り組んでおり、それぞれの自己実現に向けて積極的かつ自発的に
取り組んでいます。

○求める生徒像
　基本的生活習慣が身に付いており、何事にも高い志を持って挑戦し、創造的に取り組むことができ、専門分野に興味・関心があり、専門
分野の担い手や関連企業への就職・上級学校への進学を希望し、次の１～３に当てはまる生徒を求めます。
　１　日々の授業を基礎として、自らの目標に向かって努力する生徒
　２　特別活動や部活動、校外活動に主体的に取り組む生徒
　３　探究的な学習活動に意欲的に取り組む生徒
　

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１～３に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習
に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（３０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　２０点
　　(2)表現力等　　８０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科、電気科、情報技術科、商業科、福祉科
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

機械科学校名 宮城県登米総合産業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、県内初の総合産業高校として「チーム登米総」のスローガンのもと、生徒や教師だけではなく、保護者や地域、関係機関が一丸
となり、産業界の次代を拓く人材の育成を目指しています。授業では、充実した学校設備やICTの先進的な活用で、生徒一人ひとりの実態
や個性に合わせた指導を展開します。その中で、基礎的・基本的な知識・技術の確実な習得を図っています。
　また、課題研究では、地域協力者・企業・行政との関わりを通して、地域課題の解決に導く創造性と実践力を養っています。
　部活動やボランティア活動、資格取得に向けた学習などにも意欲的に取り組んでおり、それぞれの自己実現に向けて積極的かつ自発的に
取り組んでいます。

○求める生徒像
　基本的生活習慣が身に付いており、何事にも高い志を持って挑戦し、創造的に取り組むことができ、専門分野に興味・関心があり、専門
分野の担い手や関連企業への就職・上級学校への進学を希望し、次の１～３に当てはまる生徒を求めます。
　１　日々の授業を基礎として、自らの目標に向かって努力する生徒
　２　特別活動や部活動、校外活動に主体的に取り組む生徒
　３　探究的な学習活動に意欲的に取り組む生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１～３に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習
に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（３０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　２０点
　　(2)表現力等　　８０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

農業科、電気科、情報技術科、商業科、福祉科
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　２０点
　　(2)表現力等　　８０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

農業科、機械科、情報技術科、商業科、福祉科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（３０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１～３に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習
に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、県内初の総合産業高校として「チーム登米総」のスローガンのもと、生徒や教師だけではなく、保護者や地域、関係機関が一丸
となり、産業界の次代を拓く人材の育成を目指しています。授業では、充実した学校設備やICTの先進的な活用で、生徒一人ひとりの実態
や個性に合わせた指導を展開します。その中で、基礎的・基本的な知識・技術の確実な習得を図っています。
　また、課題研究では、地域協力者・企業・行政との関わりを通して、地域課題の解決に導く創造性と実践力を養っています。
　部活動やボランティア活動、資格取得に向けた学習などにも意欲的に取り組んでおり、それぞれの自己実現に向けて積極的かつ自発的に
取り組んでいます。

○求める生徒像
　基本的生活習慣が身に付いており、何事にも高い志を持って挑戦し、創造的に取り組むことができ、専門分野に興味・関心があり、専門
分野の担い手や関連企業への就職・上級学校への進学を希望し、次の１～３に当てはまる生徒を求めます。
　１　日々の授業を基礎として、自らの目標に向かって努力する生徒
　２　特別活動や部活動、校外活動に主体的に取り組む生徒
　３　探究的な学習活動に意欲的に取り組む生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

電気科学校名 宮城県登米総合産業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　２０点
　　(2)表現力等　　８０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 農業科、機械科、電気科、商業科、福祉科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（３０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１～３に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習
に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、県内初の総合産業高校として「チーム登米総」のスローガンのもと、生徒や教師だけではなく、保護者や地域、関係機関が一丸
となり、産業界の次代を拓く人材の育成を目指しています。授業では、充実した学校設備やICTの先進的な活用で、生徒一人ひとりの実態
や個性に合わせた指導を展開します。その中で、基礎的・基本的な知識・技術の確実な習得を図っています。
　また、課題研究では、地域協力者・企業・行政との関わりを通して、地域課題の解決に導く創造性と実践力を養っています。
　部活動やボランティア活動、資格取得に向けた学習などにも意欲的に取り組んでおり、それぞれの自己実現に向けて積極的かつ自発的に
取り組んでいます。

○求める生徒像
　基本的生活習慣が身に付いており、何事にも高い志を持って挑戦し、創造的に取り組むことができ、専門分野に興味・関心があり、専門
分野の担い手や関連企業への就職・上級学校への進学を希望し、次の１～３に当てはまる生徒を求めます。
　１　日々の授業を基礎として、自らの目標に向かって努力する生徒
　２　特別活動や部活動、校外活動に主体的に取り組む生徒
　３　探究的な学習活動に意欲的に取り組む生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

情報技術科学校名 宮城県登米総合産業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　２０点
　　(2)表現力等　　８０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

農業科、機械科、電気科、情報技術科、福祉科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（３０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１～３に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習
に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、県内初の総合産業高校として「チーム登米総」のスローガンのもと、生徒や教師だけではなく、保護者や地域、関係機関が一丸
となり、産業界の次代を拓く人材の育成を目指しています。授業では、充実した学校設備やICTの先進的な活用で、生徒一人ひとりの実態
や個性に合わせた指導を展開します。その中で、基礎的・基本的な知識・技術の確実な習得を図っています。
　また、課題研究では、地域協力者・企業・行政との関わりを通して、地域課題の解決に導く創造性と実践力を養っています。
　部活動やボランティア活動、資格取得に向けた学習などにも意欲的に取り組んでおり、それぞれの自己実現に向けて積極的かつ自発的に
取り組んでいます。

○求める生徒像
　基本的生活習慣が身に付いており、何事にも高い志を持って挑戦し、創造的に取り組むことができ、専門分野に興味・関心があり、専門
分野の担い手や関連企業への就職・上級学校への進学を希望し、次の１～３に当てはまる生徒を求めます。
　１　日々の授業を基礎として、自らの目標に向かって努力する生徒
　２　特別活動や部活動、校外活動に主体的に取り組む生徒
　３　探究的な学習活動に意欲的に取り組む生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

商業科学校名 宮城県登米総合産業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

福祉科学校名 宮城県登米総合産業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、県内初の総合産業高校として「チーム登米総」のスローガンのもと、生徒や教師だけではなく、保護者や地域、関係機関が一丸
となり、産業界の次代を拓く人材の育成を目指しています。授業では、充実した学校設備やICTの先進的な活用で、生徒一人ひとりの実態
や個性に合わせた指導を展開します。その中で、基礎的・基本的な知識・技術の確実な習得を図っています。
　また、課題研究では、地域協力者・企業・行政との関わりを通して、地域課題の解決に導く創造性と実践力を養っています。
　部活動やボランティア活動、資格取得に向けた学習などにも意欲的に取り組んでおり、それぞれの自己実現に向けて積極的かつ自発的に
取り組んでいます。

○求める生徒像
　基本的生活習慣が身に付いており、何事にも高い志を持って挑戦し、創造的に取り組むことができ、専門分野に興味・関心があり、専門
分野の担い手や関連企業への就職・上級学校への進学を希望し、次の１～３に当てはまる生徒を求めます。
　１　日々の授業を基礎として、自らの目標に向かって努力する生徒
　２　特別活動や部活動、校外活動に主体的に取り組む生徒
　３　探究的な学習活動に意欲的に取り組む生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１～３に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習
に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（３０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　２０点
　　(2)表現力等　　８０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

農業科、機械科、電気科、情報技術科、商業科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 50 点
＜ 合　計＞ 745 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 240 点

：

：

　２　  学力検査 200 点

：

　３　  面接 50 点

＜ 合　計＞ 490 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学 全学年の評定を１．０倍にする

社会、英語、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学 各教科１００点満点

・　学力検査を免除し、面接を実施する（面接については学校へ問い合わせること）。

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する３６人の１２０％の範囲に含まれる者（４３人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　２０点
　　(2)理解と反応　１０点
　　(3)意欲　等　　２０点

※面接については、１日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に努
力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は校是を「文武両道」とし、健全な心身を持った徳性の高い人間の育成を目指しており、定時制課程は夕方から授業が始まり、毎日
温かい給食をとりながら、３～４年間で卒業を目指します。校外の様々な施設を見学する進路見学会や、スポーツ大会および部活動などを
通して、生徒同士の親睦を深めています。これまで全国大会に出場した部活動もあります。１年生では学び直しの科目「基礎数学」を設定
しています。さらに、美田園高校通信制の活用や就業体験活動、技能検定、高卒認定試験により、３年間で卒業できる「三修制」を導入し
ています。地元企業で構成されるＥＴＡ（雇用主と教師の会）からの給付型奨学金などの助成もあります。

〇求める生徒像
　働きながら学ぶことができる学校として地域で重要な役割を果たしています。本校定時制課程で学びたいという意志を持ち、基本的な生
活ルールを守って、卒業後の夢や目標に向かって努力できる、以下の１～４に当てはまる生徒を求めます。
　１　学校と社会のルールを守り、自分の良さを伸ばせる生徒
　２　将来の夢に向けて日々の授業を大切にできる生徒
　３　地域社会に関心を持ち、アルバイトやボランティア活動に主体的に取り組む生徒
　４　定時制課程で学ぼうとする意志が明確で、積極的に周囲と協力することができる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県佐沼高等学校 定時制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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